
東京大学に新しく設立された「東京カレッジ」。世界の第一線で活躍する研究者や知識人を
招き、市民の皆さんと一緒に未来社会の様々な側面について考える場を作ります。

Tokyo College aims to generate new knowledge to contribute to the creation of an 
inclusive society and spark deeper public engagement with the University of Tokyo. 

facebook X Mail Magazine

言語 英語（日本語同時通訳）

お問合せ 東京大学国際高等研究所東京カレッジ
tokyo.college.event@tc.u-tokyo.ac.jp

主催 東京大学国際高等研究所東京カレッジ 要事前登録

事前登録は
こちらから

紀元前587年のエルサレムの陥落・ユダ王国の
滅亡に関連して、旧約聖書（ヘブライ語聖書）には
自然や環境に対する異なる言説が見られます。 
本講演ではドイツの社会学者アルミン・シュタイル
の分析にならい、国家的危機を前にした人々の
姿勢を １）預言者（危機の後に人間、自然、動物が
調和する楽園のような未来が訪れると考える）、
２）官吏（自然災害を神の裁きと捉え、環境に関心
を払わない）、３）祭司（現在の儀式につながる神
話的な過去を構築し、人間と自然の調和をめざす）
に類型化して読み解きます。生きとし生けるものと
の共存について、聖書は私たちに多くのことを教
えてくれるでしょう。

      5.22 （木）
13:00-14:30
2025.

旧約聖書は王国滅亡
をどう語ったか：
危機と自然をめぐる3つの言説

講演者
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トーマス・レーマー教授は、旧約聖書研究の世界的権威。日本語
にも翻訳され好評を博した『ヤバい神：不都合な記事による旧約
聖書入門』（2022）、『100 語でわかる旧約聖書』（2021）、『申命
記史書：旧約聖書の歴史書の成立』（2008）を含む著書多数。
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